
LabVIEWで DLLを作り、Visual C++ 6.0で読み込む
方法 

このページで紹介しているリソースは ZIP形式の圧縮ファイルにとして添付されてい
ます。解凍ソフトを使って解凍してお使いください。 

コンテンツ: 

• LabVIEWでの DLLの作成方法  
• DLLを Visual C++c 6.0で利用する方法  

  LabVIEWでの DLLの作成方法  

 
LabVIEWでの DLLの作成方法 

1. C:\arraydllフォルダを作成して、全てのファイルを置いておきます。 
 
Separate Array Values.viを LabVIEWで開き、実行してみます。 

2. 下記の図のように、入力された配列には正負の値が含まれていますが、正の
みを含む配列と負のみを含む配列が表示される結果となります。これを DLL
化していきます。 
 

 
 

3. Separate Array Values.viを保存して閉じて、新規 VIだけを開いた状態にし
ます。 



4. 下記の図のように「DLL作成」を選択します。 
 

 
 
下記の図のように設定をします。 
 

 
 

5. ソースファイルのタブを選択し、「Add Exported VI」をクリックして、Separate 
Array Values.viを選択します。このとき、下記のようなウィンドウが開きます。 
 



 
ここでは、「標準呼び出し規約」を選択します。 

6. Separate Array Values.viでは、入力配列 1つと出力配列の 2つの入出力
があるので、「+」を 3回クリックすると、下記のようなウィンドウになります。 
 

 
 



7. 下記の図のように NegativeArrayの下の_を選択して、VI名を lenにして下さ
い。 
 

 
 

8. 下記の図のように、InputArray を選択して、長さ入力を len に選択して下さい。 
 
 

 
 



9. 図のように、PositiveArrayを選択して、長さ入力を lenに、長さ出力を（なし）
選択して下さい。 
 

 
 

10. NegativeArrayを選択して、長さ入力を lenに、長さ出力を（なし）選択して下
さい。 
 

 
 



11. OKをクリックして下さい。 

12. 「ビルド」をクリックします。 
 

 
ビルドが終了したら、完了を押して、LabVIEWを閉じます。 
（もし、ビルドに成功しないなどの不具合が生じた場合は、上記の図の「ロー

ド」を押して、separray.bldを選択すれば、ここで説明されているビルドの条件
が整えられますので、お試しください。） 
 
これで、C:\arraydll\separatearray.dllと separatearray.hと
separatearray.libファイルが作成されました。 

  DLLを Visual C++ 6.0で利用する方法  

DLLを Visual C++ 6.0で読み込みます。 

1. C:\arraydll\separray.dswを Visual C++ 6.0で開きます。 
 
下記の図のように FileViewの中には、SourceFilesとして separry.c、
HeaderFilesとして separatearray.h、ResourceFilesとして
separatearray.libファイルがあるはずです。 
 



 
 

2. FileViewの separrayファイル上で右クリックして、「設定」を選択します。 
 
下記のようなプロジェクトの設定が現れますので、「C/C++」のタブを選択して、
カテゴリを「プリプロセッサ」にします。 
 

 
 
インクルードファイルパスの設定は、LabVIEW6\cintools\の中の extcode.h
ファイルがあるディレクトリフォルダ名までのパスを入れてください。ここでは、

C:\Program Files\LabVIEW 6\cintoolsとしています。 



3. OKを押して、Separray.exeにビルドしてください。 
 
下記のようにエラーなし、警告なしになるはずです。Separray.exeが作成され
ました。 
 

 
 
（もし、ビルドがうまく出来ない場合は、ZIPファイルの中にある
separatearray.dllや separatearray.hや separatearray.libを使用して、お試
しください。） 

4. Separray.exeの動作の確認をします。 
 

 
 
上記の図のように、ｃファイルの return 0;をブレークポイントとして設定します。 



5. 下記の図のように、ブレークポイントが出来ます。 
 

 
 

6. デバックモードで実行します。 
 

 
 

7. LabVIEWの dllに対する入力データである inputarrayをシンボル名にすれ
ば、この inputarrayの内容を確認できます。 
 



 
 

8. 同様に、positivearray、negativearrayも確認できます。下記の図に、結果を
示しています。 
 

 
 



入力された配列 inputarrayには正負の値が含まれていますが、正のみを含
む配列 positivearrayと負のみを含む配列 negativearrayが実行されていま
す。 

   

Note:Visual C++ 6.0 は、マイクロソフト社の商標であります。弊社では Visual C++ 6.0

に対するビルドの方法、結果を表示するインターフェースの作成等を含むプログラミン

グの方法についてのサポートは一切行なっておりません。 

 

これらの記述内容は、あくまでも参考でありますので、使用しているプログラミング環

境によっては変更が必要な場合がありますことをご理解ください。 
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